
 

 
●京都府立府民スポーツ広場 
 
前回検証結果 
（平成23年度） 

 
継 続 

・山城総合運動公園との一括募集の必要性が認められないことから、
各施設毎に募集すること。 

 
対応・改善策 
実施状況 

 
・季節により、利用時間の拡大や開園日の増加を実施。 
・平日の利用拡大のため、平日の利用料金を半額にした。 
・平成 24年度から、山城総合運動公園と府民スポーツ広場は各施設
毎に指定管理者の募集を実施。 

 
取組の成果 

 
◇数値目標の達成に向けた運営を行った。 
・利用料金収入 

年度 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 

目標値 6,120千円  6,180千円 6,240千円 

実績値 5,097千円 4,649千円 4,844千円 

達成率 83.3% 75.2% 77.6% 
 

 
なお残る課題・
問題点 

 
◆利用者促進の取組が、利用料金収入、利用者数、利用率の改善に
つながっていない。 

 
 
府民サービス等

改革検討委員会
による改善意見
等 

 
□昨今のスポーツ施設として、どういう種類の施設が求められてい

るかに着目して、府全体のスポーツ施設の供給量を勘案し、運営
を考える必要がある。 

□平日の利用率が低いことから、隣接する府有施設も含め、地域の
代替・類似施設との棲み分けについての検証が必要。 

□平日の利用促進策を検討する際には、既存のグラウンドを改造し
て他のスポーツに対応できる方法を考えることも有用。 

□若いターゲットに訴求するグラウンド利用等について検討しては
どうか。 

 
京都府の検証結
果及び対応方向 

 

 
要 改 善 

＜改善方策＞ 

◎時代の変化に対応したスポーツ施設ニーズを研究するなど、特に
平日利用者の増加を図る取組を検討すること。 

＜今後の対応＞ 

○指定管理者募集において、応募者に対して平日利用者増加を図る
ためのイベント開催の提案を求める。 

○駐車場からグラウンドへの高低差が大きいため、駐車場の移設な
どアクセスの改善に向けた検討を進める。 

○トイレの水洗化など利用環境の整備を図る。 

 

 
 
 
 
 


